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９
月
13
日
に
全
竹
中
労
働
組
合
の
第
40
回
定
期
大
会

を
開
催
し
、
昨
年
度
の
闘
い
の
総
括
と
本
年
度
の
運
動
方

針
を
確
認
、
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
日
は

新
体
制
で
秋
闘
要
求
を
提
出
、
会
社
の
前
向
き
な
回
答
を

要
請
し
ま
し
た
。

　
　
要
求
項
目

・
破
棄
さ
れ
た
労
働
協
約
復
活

・
福
利
厚
生
行
事
補
助
金
増
額

　
と
行
事
内
容
・
予
算

・
厚
生
年
金
保
険
料
補
助
増
額

　（
社
会
保
険
料
３
：
７
）

・
定
年
退
職
金
特
別
加
算
増
額

・
住
宅
ロ
ー
ン
利
子
補
助
増
額

・
貸
付
金
制
度
（
教
育
・
冠
婚
葬

　
祭
）
新
設

・
労
災
・
通
災
の
法
定
外
補
償
一

　
時
金
増
額

・
国
内
出
張
旅
費
関
係
（
日
当
や

　
宿
泊
料
等
の
増
額
）

・
服
喪
休
暇
の
一
部
の
増
日
と

　

　
半
日
取
得
制
度
化

・
出
産
・
妊
娠
休
暇
の
時
間
単
位

　
取
得
制
度
化

・
福
利
厚
生
行
事
補
助
額
算
出

　
従
業
員
に
パ
ー
ト
・
嘱
託
社

　
員
を
含
め
る
こ
と

・
医
療
費
補
助
金
財
源
基
準
を

　
竹
中
グ
ル
ー
プ
の
プ
ー
ル
制

　
に
す
る
こ
と

・
メ
ン
タ
ル
不
全
時
の
休
職
扱

　
い
、
最
長
３
年
（
new
）

・
育
児
休
業
規
則
の
看
護
休
暇

　
を
有
給
扱
い
に
す
る
こ
と

・
介
護
休
業
規
則
の
介
護
休
暇

　
を
有
給
扱
い
に
す
る
こ
と

・
脳
ド
ッ
グ
検
診
の
実
施

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
の
新
設

・
休
日
増
（
完
全
週
休
２
日
制
を

　
目
標
に
実
施
計
画
を
）

・
年
次
有
給
休
暇
の
増
日
と
積

　
立
制
度
の
新
設

・
裁
判
員
休
暇
の
有
給
扱
い

・
超
過
労
働
手
当
割
増
率
の
増

・
定
年
退
職
後
の
再
雇
用

　
　
65
歳
ま
で
全
員
を
雇
用

　
　
賃
金
の
明
確
化

　
執
行
委
員
長

　
　
　
稲 

岡
　
　
幸 

雄

　
副
執
行
委
員
長

　
　
　
杉 

浦
　
　
陽 

一

　
書
記
長

　
　
　
川 

北
　
　
幸 

輝
　

　
会
計

　
　
　
川 

口
　
　
喜 

弘

　
執
行
委
員

　
　
　
西
村
　
浩
一
郎

　
　
　
福
井
　
　 

晃

　
会
計
監
査

　
　
　
柳 

川 

瀬
　
　
忠

　
　
　
松 

林
　
　
浩

　
工
場
棟
と
食
堂
を
結
ぶ
通
路

の
途
中
、
今
回
の
大
雨
で
氾
濫

し
た
農
業
用
水
路
が
あ
る
。

　
50
年
に
一
度
く
ら
い
の
大
雨

だ
ろ
う
か
？
環
境
試
験
室
や
更

衣
室
、
発
送
室
が
泥
を
か
ぶ
り

社
員
総
出
で
掃
除
し
た
。

　
自
然
災
害
だ
か
ら
不
可
抗
力

で
あ
っ
た
と
い
う
言
い
方
も
で

き
る
。
し
か
し
日
々
危
機
管
理

を
設
定
し
て
、
排
水
路
の
掃
除
、

家
屋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
愛
情

を
持
ち
な
が
ら
手
入
れ
し
て
た

ら
、
も
う
少
し
被
害
は
少
な
く

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
水
洗
ト
イ
レ
の
流
す
量
、
換

気
扇
、
雨
漏
り
、
扉
の
不
具
合
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
総
務
は
「
グ

ル
ー
プ
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま

す
」「
グ
ル
ー
プ
セ
ン
タ
ー
が

や
っ
て
く
れ
ね
い
の
で
で
き
な

い
」
と
し
か
言
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。

　
こ
の
会
社
は
小
っ
ち
ゃ
い
く

せ
に
大
企
業
や
お
役
所
を
真
似

よ
う
と
す
る
。
机
の
上
で
文
書

だ
け
で
処
理
し
よ
う
と
す
る
。

責
任
を
取
り
た
が
ら
な
い
。

　
社
屋
に
対
す
る
愛
情
は
、
そ

こ
で
毎
日
作
業
す
る
人
な
ら
あ

る
は
ず
な
の
だ
け
ど
、
と
り

あ
っ
て
く
れ
な
い
会
社
へ
の
諦

め
感
が
漂
っ
た
結
果
の
水
害
で

は
な
い
か
な
あ
と
片
付
け
作
業

を
し
な
が
ら
思
っ
た
。

　
用
水
路
に
ぶ
ら
下
げ
た
「
折

鶴
蘭
」
は
流
さ
れ
ず
残
っ
て
い

た
。
ま
る
で
陸
前
高
田
の
奇
跡

の
一
本
松
の
よ
う
に
。

奇 

跡 

の 

折 

鶴 

蘭

　
私
た
ち
は
、
会
社
の
姿
勢
如

何
に
拘
わ
ら
ず

①
信
頼
関
係
の
あ
る
労
使
関
係

　
が
企
業
発
展
に
は
不
可
欠
と

　
い
う
立
場
で
、
交
渉
に
望
み

　
ま
す
。

②
会
社
対
応
に
対
し
て
は
「
労

　
働
条
件
は
労
使
対
等
の
交
渉

　
を
通
じ
て
、
労
使
合
意
の
上

　
で
決
定
す
る
」
と
い
う
当
た

　
り
前
の
原
則
を
踏
ま
え
、
団

　
体
交
渉
が
誠
実
に
開
催
さ
れ

　
る
よ
う
要
請
し
、
信
頼
関
係

　
の
あ
る
労
使
間
の
再
構
築
と

　
、
明
る
く
働
き
易
い
職
場
の

　
確
立
に
向
け
た
運
動
を
展
開

　
し
て
い
き
ま
す
。

③
そ
し
て
何
よ
り
「
組
合
員
の

　
雇
用
を
守
り
、
働
く
者
の
い

　
の
ち
と
健
康
を
守
り
、
賃
金
・

　
一
時
金
・
労
働
時
間
を
は
じ

　
め
と
し
た
働
く
者
の
生
活
と

　
労
働
に
か
か
わ
る
諸
労
働
条

　
件
の
向
上
」
と
い
う
、
労
働
組

　
合
本
来
の
目
的
に
向
け
た
運

　
動
を
取
り
組
み
続
け
ま
す
。


